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アンケート方式による岩手県南部における平成 20年

岩手・宮城内陸地震の震度調査一調査概要および結果ー*

岩手大学工学部工藤聖也，山本英和，佐野間11， 畠山孝幸，山田貴之

1. はじめに

2008年 6月 14日8時43分ころ、岩手県内陸南部を震源、とする地震が発生した。気象庁に

よると地震の規模はマグニチュード 7.2、震源の深さ 8km、震央の位置は北緯 39
0
01. 7"東

経 140
0 52.8"であった。岩手県奥州市衣川区と宮城県栗原市で震度 6強を観測するなど、

各地で高い震度を観測した。また今回の地震の特徴として、地震の規模のわりに街中での住

居の被害が少なかったということが報告されている。地震時の揺れは、震源のメカニズム・

伝播過程 ・地盤の応答によって決定され、震源距離がほぼ等しくても狭い区域内でも震度が

大きく異なることがある。現在では図 1で示すとおり各市町村に震度計が配置され、ほぽリ

アノレタイムで震度分布を把握できようになってきてはいるが、図 2のように狭い区域内で見

たとき震度計の設置密度が低いということが分かる。そこで詳細な震度分布を知るためには

住民個人に対するアンケートによる震度調査が最良なのが現状である。
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図 1 岩手 ・宮城内陸地震における各地 図2 岩手 ・宮城内陸地震における

の計測震度(気象庁より引用) 計測震度(岩手県内震央付近)

*Questionnaire survey of seismic intensities of the Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake in 

2008 at the southern area ofIwate Prefecture， -General outline and preliminary results-

by Seiya KUDO， Hidekazu YAMAMOTO， Tsuyoshi SANO， Takayuki HATAKEYAMA and 

Takayuki YAMADA 
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本報告の目的は、今回の地震の震源に近い岩手

県内陸南部の北上市 ・奥州市・ 一関市を対象にア

ンケー卜震度調査を行い、震度分布の詳細を明ら

かにする事である。

2.アンケート震度調査について

アンケー卜震度調査には太田方式(1998改訂

版)を用いた(太田ほか、 1979，太田ほか、 1998)。

調査対象地域は北上市，奥州市，一関市である。ア

ンケートは各市の教育委員会の協力を得て、区域

内で比較的被害が少なかった地域にある小学校の

児童の家庭を対象に実施した。北上市は市内の

18校全て，奥州市は被害の少ない地域にある 28

校，一関市は|日一関市内で被害の少ない地域にあ

る7校にアンケー トを配布した。図3に調査に協

力して頂いた対象区域内の小学校の位置を示す。

本報告におけるアンケー ト震度調査の流れにつ

いては図 4に示す通りとなる。アンケー トの配

布 ・回収の時期について、北上市は 7月中旬に配

布し小学校の夏休みが始まる直前の 7月下旬に回

収した。奥州市 ・一関市は夏休みが始まる直前の

7月下旬に配布し夏休み直後の 8月下旬に回収し

た。

配布したアンケー卜用紙について質問は全部で

3 5問あり、内訳は回答者の位置(場所 ・環境)を

奥州市 .・..

川一一トの町 )

( アンケートの回収 ) 
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図4 本研究におけるアンケー 卜

震度調査のフローチャー ト

知る項目 9問、震度に直接関係するものが 21問、その他のものが 5問となっている。各質

問において該当する番号に丸を記入する形式となっている。質問の中に、地震時に居た場所

の住所を記入してもらうものがあり、その住所をもとにゼンリンの電子住宅地図のソフトを

用いて緯度経度を 1枚ずつ調べている。またアンケート 1枚 1枚を区別するために識別番号

を設定している。

以上、アンケー ト用紙の識別番号、各質問に対する回答番号、緯度 ・経度のデータを OCR

シー トに転記し、八戸工業大学の高速スキャナーをお借りして OCRシー トの内容を読み取り

データとしてまとめた。

本報告でアンケート l枚ごとの震度算定に用いた、太田方式(1998改訂版)における式は次

の通りである。
ん N，

lQ =号:Zmtβ，(m) … (1 ) 

lJMA = 2.958 x (lQ -1.456 )0547 ・・・ ( 2) 
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ここでJQはアンケート l枚ごとの震度、 αは建物の構造から決定される条件係数の逆数、 Ne

は震度に直接関係する質問の有効回答数、 miは質問番号 tにおける回答番号、 β(m)はmiに

対応する震度係数、 JJMAはアンケー 卜震度からの気象庁換算震度である。(1 )式はアンケー

トl枚ごとに 1つの震度JQを得るための式であり、(2 )式はアンケー ト震度JQを気象庁震度

に換算するための経験式となっている。この式を用いたプログラムを通してアンケー ト一枚

ごとに震度を算定する。

3. アンケートの集計結果

表1に北上市、表 2に奥州市、表 3に一関市、表4に全体のアンケートの集計結果を示す。

表中の回収率 ・有効回答率については、それぞれの回収数 ・有効回答数を PTA数で除した

比率となっている。

北上市の PTA数は 4604人、回収率 78.3%、有効回答率 54.4%、奥州市の PTA数は 4891

人、回収率 76.4%、有効回答率 51.5%、一関市の PTA数は 2040人、回収率 77.1%、有効

回答率 56.8%、全体の PTA数は 11535人、回収率77.3%、有効回答率 53.6%であった。

奥州市の集計結果
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表 1 北上市の集計結果
書尋l 名緋 l児tI!歎 l 円A数 l回収倣 回収得1 Hf~ 司容敵手f完治回答槻1 1>:
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3 1 ~ヒ上市立則沢民西小型炉佼1 刊61 3861 2田 7<1.6叫 222: 57.5". 
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全体での集計結果
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4. アンケー ト震度分布図の作成

図5にアンケー ト1枚ごとの算定震度の

頻度分布図を示す。縦軸がアンケートの枚

数、横軸が震度階級となっている。最大震

度は 7.0、最小震度は 1.0であった。図 5

のグラフから分かるように、震度の値が大

きくばらつくという結果となった。

前述のように、アンケー ト1枚ごとの算

定震度であると個人差の影響を大きく受け

ると考えられるので、それを軽減するため

対象区域内において lkmXlkm(東西

方向。o 00' 45"、南北方向 。o 00' 30" ) 

のメッシュを作成し、 l枚のアンケー トか

ら得られる震度をメッシュごとに平均化し

た。さらに、メッシュ作成によってアンケ

ー ト震度を平均化しでも、図6にある対象

区域内での lkmメッシュにおける枚数分

布図で示されるとおり、そのメッシュ内に

アンケー卜が 1枚から 2枚しか存在しない

場合も多いため、本報告では対象区域内に

おいて有効なアンケートが 3枚以上存在す

るメッシュのみを使用してアンケート震度

分布図を作成した。

図7に対象区域内でのアンケート 3枚以

上のメッシュにおける震度の頻度分布を示

す。縦軸がメッシュ数、横軸が震度階級と

なっている。対象区域内で3枚以上アンケ

ー トが存在するメッ、ンュの数は 308、最大

震度は 5.6(奥州市胆沢区)、最小震度は 3.6 

であった。 ここで、対象区域内でアンケー

卜が l枚でも存在するメッシュを用いた場

合では、メッシュ数 663、最大震度は 6.7、

最小震度は 2.0であった。アンケー卜 1枚

ごとの震度やアンケー卜が 1枚でも存在す

るメッシュを用いた場合では震度 7や震度

6強が存在するが、メッシュ内 3枚以上の

平均震度では最大でも震度6弱となってお

り、多くは震度4から震度5弱の分布とな
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図5 対象区域におけるアンケー ト

1枚ごとの算定震度分布

図6 対象区域内での lkm

メッシュにおける枚数分布図
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図7 対象区域内でのアンケー 卜3枚以上の

メッシュにおける震度の頻度分布



っていて全体的にばらつきが小さくなっていることが分かる。

図8に対象区域でのアンケート 3枚以上のメッシュにおける震度分布図を示す。一関市で

は震央に近い地域ほど震度が大きくなっている傾向にある。奥州市では震度 5弱が多く分布

しており、震央に近い地域ほど震度が大きくなっているが、震央から遠い東側でも震度 5強

が分布しており多少の震度のばらつきが見られる。北上市では震度4が多く分布しており、

やはり震央に近いほど震度が大きいという結果になっている。
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図8 対象区域でのアンケート 3枚以上の

メッシュにおける震度分布図
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5. まとめ

今回のアンケー ト震度調査の結果では全体的に震度4から震度 5弱が多く分布する結果と

なった。 このことから、岩手 ・宮城内陸地震の特徴として報告されている、地震の規模に比

べて街中の住居の被害が少なかったということが確認できる。

全体的に見て、震央に近い地域ほど震度が大きくなっている傾向にあるが、部分的に見る

と震度のばらつきがある地域もあるという ことが分かつた。
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